
JGAP とこだわりの卵作りでオンリーワンの養鶏場に 

～富士山の麓から日本一の卵を届けたい～ 

 

あさぎり宝山ファームは、2021 年から JGAP 認証を取得・維持している採卵鶏の農場です。

2022 年 4 月にエイビアリー方式の飼育を導入し、アニマルウェルフェアにも力を入れていま

す。 

富士山麓、標高 900m に位置するあさぎり宝山ファーム。鶏が飲む水はミネラル豊富な富士

山の雪どけ天然水なんだそうです。“富士山の麓の恵まれた環境だからこそ、こだわりの卵を

作りたい”という強い想いで、あさぎり宝山ファームにしか作れない卵作りを行っています。 

今回、JGAP への取り組みと卵作りへのこだわりについて、あさぎり宝山ファームの福﨑社長

と瀧農場長に詳しくお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップアップとしての JGAP 

まずは、エイビアリー導入前から取り組んでいた JGAP に 

ついて、その取得理由を聞いてみると、 

「実は JGAP に先立って静岡県独自の GAP“しずおか農林 

水産物認証”を取得しました。GAP を取れば、農場を運営 

していくための土台作りや従業員が安心して仕事ができる 

んじゃないかと思って。そしてステップアップとして 

JGAP を取り組みました。」 

と教えてくれたのは瀧農場長。 

あさぎり宝山ファームの概要（２０２４年６月時点） 

 所在地：静岡県富士市（富士山の麓） 

 鶏舎数：バタリー鶏舎１棟、エイビアリー鶏舎１棟 

 収容羽数 

バタリー鶏舎：約８万羽（最大１２万羽まで可能） 

エイビアリー鶏舎：約２万４千羽（最大２万７千羽） 

 従業員数：１３名（農場７名、販売所６名） 

 しずおか農林水産物認証および JGAP 認証取得 

エイビアリーとは 

止まり木を設置した休息エリア、巣箱を設置し

た産卵エリア、砂遊びのできる運動エリア等を

備えた平飼い鶏舎。鶏の行動がより多様にな

るようアニマルウェルフェアに配慮して開発さ

れた飼養システム。 

株式会社あさぎり宝山ファーム 

農場長 瀧通昭さん 



 

 

「養鶏場自体に認証的なものがもともと何もなくて、 

                 きちんとやっているという客観的な評価が 1 つでも 

             あるといいなっていう思いがありました。あとは、 

                 当時、GAP を取っていると東京オリンピックで食材  

                を提供できるという話があり、それも取得のきっか 

         けです。」と、福﨑社長は経営者の目線で語ってくれ 

ました。 

  

２つの認証を取得・維持することは簡単なこと 

ではなかったかと思います。従業員の方の取組 

の様子はいかがでしたか。 

「JGAP に取り組み始めて、日々の確認作業が増え 

た部分もあったけど、先にしずおか認証を取ってい 

たからね、こういうことを毎日きちんとやっていけ 

ば、いい農場になると考えていたし、皆も同じ思いでした。」 

と当時の様子を思い出しながら話す瀧農場長。 

 

より良い農場にしたいという共通の思いで JGAP に取り組み 

始めたあさぎり宝山ファーム。文書作成、記録、管理など苦労 

はありましたが、みんなで団結して乗り越えたそうです。 

  

ミーティングによる検証 

あさぎり宝山ファームでは、JGAP に取り組み始めて 

から月に 1 回、コンサルタントを行う赤松ファーム 

クリニックの赤松裕久さん（獣医師・JGAP 畜産指導 

員）を迎えて、生産管理だけでなく JGAP の運用も含 

めたミーティングを行っています。 

ミーティングでは、産卵率や鶏の健康状態の把握と分析 

等の生産性に関する話し合いに加えて、食品安全や家畜 

衛生について現状の把握と課題の抽出、対応策の検討を 

行っていました。 

「コンサルの方が入ると、『よし、それじゃやろう！』っていう風にもなるんです。いい刺激にな

ります」と瀧農場長はなんだか楽しそうです。 

 

株式会社あさぎり宝山ファーム 

代表取締役 福﨑正展さん 

整理整頓された JGAP の文書 

生産性に関するデータを確認し合う

瀧農場と従業員の本間さん 

月に１回のミーティングの様子。生産管理と JGAP の取り組みについて、皆で情報と課

題を共有し、よりよい管理への対応策を考えます 



JGAP への取り組みによるメリット 

福﨑社長は、社長の立場として感じたメリットを語ってくれました。 

「認証を取る前は、現場の皆の勘と経験に頼って、日々の作業を実施する。それはそれで悪い

わけではないけど、そういったやり方だと、現場で作業していないと分からないことが多くて、

私のように普段農場にいない者は皆の中に入っていけなかった。でも、JGAP に基づいて 

管理することで、今日のようなミーティングでも、現場

で働いている皆と同じ意識で、どう農場を良くしてこ

うかっていう話し合いができたし、従業員みんなの仕

事内容もよくわかるようになりました。」 

JGAP に基づいて農場管理を行うことで、現場を知っ

ている知らないに関わらず関係者全員で議論できる

ようになるんですね。 

 

「JGAPに取り組む前から、やるべきことにはきちんと取り組めていたと思うけど、できてるか

できてないかが明確じゃなかった。それが明確になりました。」とも話す福﨑社長。 

“ちゃんとできてるっていう基準”は人によってバラバラです。認証を取ることで、一律にする

ことができるというメリットも教えてくれました。 

  

そして、商談の場においてもメリットを感じたそうです。 

「営業の時に、JGAP 認証を取得しているっていうことが、セールストーク的には重みがあるん

です。ちゃんとやってるって自動的に思ってもらえるので、営業的には助かってる部分もあり

ます。いいものが欲しいっていうところほど、そういったところには敏感なので、JGAP認証を

取ってるっていうだけで、商談が 1 歩進む感じがある。そこはとても力があるなと思っていま

す。」 

  

「JGAP は思ったより大変じゃない。悩むより進もう。」 

現在、JGAP 認証を取得しようか悩んでいる農場もあるかと思います。 

「文書作成等、事務作業的なものが苦手な方が多いんじゃないかなと思います。でも、いざや

ってみると、そんな思ってたほど大変じゃないことが多いし、毎日大変なことばかりという話

でもない。トータルで見ればメリットの方がはるかに上回ってると思います。」 

と、福﨑社長から心強い言葉をいただきました。 

 

続いて、あさぎり宝山ファームのこだわりについて聞いてみました。 

 

 

 

JGAP に取り組むことで感じたメリットを語る福﨑社長と瀧農場 



３つのこだわりについて 

あさぎり宝山ファームのいい卵作りには３つのこだわりが 

あります。 

それは、①アニマルウェルフェア、②衛生管理、③飼料。 

① アニマルウェルフェア 

「いい卵作り＝アニマルウェルフェア」、これが 

福﨑社長の考えです。ケージ飼いでもエイビアリ 

ーでもゆとりのある飼い方を実施し、ストレスを 

軽減し親鳥が健康に育つ環境を追求しています。 

② 衛生管理 

日本には卵を生で食べるという文化があります。 

そのため、生で食べられるいい卵を作りたいとい 

う思いがありました。 

“アニマルウェルフェア”と“衛生管理”の両方にこだわった卵作りを可能にするためエイビアリ

ーを導入した福﨑社長は話します。 

あさぎり宝山ファームの平飼いへの取り組みは、 

海外でも評価が高く、あさぎり宝山ファームの平

飼い卵ブランドである「福が、きた」は、2023年、

“グッドエッグアワード”という英国の賞を受賞し

ています。 

“グッドエッグアワード”は、ケージフリー卵の生産

販売に積極的に取り組む企業に対して優れた取り

組みの受賞を決めるコンテストで、「福が、きた」は、

アニマルウェルフェアと衛生管理の両方の点で評

価されたとのことです。 

 

③ 飼料 

3 つ目のこだわりは飼料。あさぎり宝山ファームのこだわりの 

飼料は３種類あり、これらを使い分けているのだそう。 

ケージフリーの飼料原料は全て非遺伝子組み換えのものとのこと。 

そして極め付きはカツオ節。焼津漁港（カツオの水揚げ量日本一）から 

水揚げされるカツオを燻したカツオ節を贅沢に飼料に使用しています。 

カツオ節は臭みがなく、また旨味成分の塊のため、飼料に加えると卵 

にとてもコクが出るのだそうです。 

 

 

食べていただく皆様にも、生産する自分達に

も、卵を産んでくれる鶏たちにも、“福が訪れ

るように”との想い込めて名付けられた「福

が、きた」 

運動スペースで過ごすエイビアリー鶏舎の親鳥たち。スペー

スにゆとりがあるので、とてものびのびと過ごしています 

こだわりの自社ブレンドの飼料 

焼津名産のカツオ節 



この３つのこだわり、継続するのは簡単なことではありません。 

新たな挑戦となったエイビアリーの導入について、苦労したこ 

とを聞いたところ、 

「やはり、費用の面で相当高く売らないと難しいなということは 

最初に思いました。でも、それが逆にモチベーションに繋がりま 

した。だったら日本で一番いい卵、そしてきちんと評価される卵 

を作ろうって。」と福﨑社長は笑顔で話してくれました。 

「今後、エイビアリーの鶏舎は増やしたいなと思ってます。アニマルウェルフェアと衛生管理、２

つのニーズにきちんと応えるため、おいしさと衛生管理、親鶏の健康を追求したこだわりの卵

作りを続けていきたいです。」と、力強く語ってくれました。 

 

あさぎり宝山ファームがこだわりの卵作りを実現し、維持し続けているのは、いい卵作りをし

たいという皆さんの熱い思いはもちろんのこと、教育、方針作りとその共有、農場のルール作

り等、JGAP の考え方を自ずと活用できていたというところもあるのかもしれません。 

 

あさぎり宝山ファームの卵 

あさぎり宝山ファームの卵は、直売所でももちろん購入できますが、静岡県を中心に全国のス

ーパー（都内は紀伊國屋さん、スーパーサカガミさん、百貨店等）で購入できるそう。 

また、インターネットでも購入可能です。 

（楽天（https://www.rakuten.ne.jp/gold/eggmarufuku/）公式サイト

（www.marufuku-egg.co.jp）） 

協会使用ロゴ使用者のページ（掲載でき次第 URL をリンク） 

マルフクの商品たち (株式会社マルフク様のウェブサイトへリンク) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の人に親しまれている直売所では、あさぎり宝山ファームで生産される新鮮なたまごや加工品を各種販売しています。 

エイビアリー鶏舎を増やしていきたいと、 

今後の展望を笑顔で語る福﨑社長 

http://www.marufuku-egg.co.jp/

